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数
日
前
の
新
聞
紙
上
に
、
端
西
ベ
ル
ン
電
報
さ
し
て
日
本
青
年
登
山
家
横
巻
某
が
ア
イ

ガ
ー
（
八
月
雛
に
篤
興
あ
り
）
登
山
に
成
功
し
、
外
人
登
山
家
を
雑
か
し
た
と
云
ふ
事
が
出

て
ゐ
た
Ｊ
自
分
は
、
外
園
竜
報
に
し
て
迄
騒
が
れ
る
，
日
本
登
山
家
が
今
、
端
西
ア
ル
ペ

ン
地
方
に
居
る
と
す
れ
ば
槙
右
恒
君
よ
り
外
に
は
な
い
と
信
じ
て
ゐ
る
の
で
、
横
巻
と
云

ふ
名
に
つ
い
て
更
に
孝
へ
な
ほ
し
て
見
る
と
、
成
程
こ
れ
は
涌
落
に
し
て
も
而
白
い
間
連

で
あ
る
。
槙
沿
の
名
は
ベ
ル
ナ
ー
、
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
に
於
て
は
闇
三
８
旨
旨
さ
し

て
辰
く
通
じ
て
ゐ
る
。
こ
の
曙
三
さ
が
喝
。
］
８
と
な
り
、
こ
れ
が
弓
旨
己
曾
せ
ら

れ
て
岐
巻
さ
云
ふ
学
を
鴬
て
し
め
た
の
だ
と
云
ふ
こ
さ
が
分
っ
た
。

昨
年
の
九
月
、
吾
々
同
輩
三
人
の
非
登
山
家
共
が
、
槙
霧
の
登
山
根
捺
地
た
る
グ
リ
デ

ル
ワ
ル
ド
へ
押
掛
け
て
行
っ
て
大
愛
惟
話
に
な
っ
た
常
時
か
ら
丁
度
満
一
年
に
相
富
す
る

自
分
は
今
、
槙
溌
に
閲
す
る
こ
の
報
道
を
得
て
一
屑
、
忠
ひ
川
深
く
譜
の
端
西
ア
ル
ペ
ン

に
於
け
る
行
動
の
一
端
を
紹
介
し
て
、
Ｈ
本
登
川
家
が
ｕ
に
職
州
の
川
岳
家
か
ら
注
卿
の

的
と
な
っ
て
居
る
躯
を
お
知
ら
せ
し
た
い
と
恩
ふ
。

棋
譜
は
一
昨
年
の
冬
、
英
幽
か
ら
端
西
に
来
る
や
否
や
、
す
ぐ
に
雲
の
グ
リ
ン
デ
ル
ワ

ル
ド
の
蝿
へ
行
っ
て
雛
に
ス
キ
ー
を
や
っ
て
居
た
。
此
村
は
丁
度
、
ベ
ル
ナ
ー
、
オ
ー
バ

ー
ラ
ン
ド
の
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
の
連
山
が
絶
崖
を
な
す
北
側
の
風
下
に
な
っ
て
ゐ
あ
所
で
、

ア
ィ
ガ
ー
、
ミ
ョ
ン
ヒ
ー
ヴ
ヱ
ッ
ク
ー
ホ
ル
ン
は
眼
前
に
辿
っ
て
擁
ぬ
て
居
る
。
昨
年
の

蓋
山
時
期
が
来
る
ま
で
，
此
等
の
溌
山
に
夜
溌
と
な
く
唯
ろ
ラ
ビ
ー
ネ
の
灘
き
は
如
何
許

り
荊
の
腕
を
嶋
ら
し
め
た
か
知
れ
な
い
。

春
の
五
月
が
来
て
，
ア
ル
ペ
ン
の
麓
の
雪
が
融
け
て
野
生
の
サ
フ
ラ
ン
が
可
憐
な
花
を

残
雪
の
間
か
ら
掻
け
始
め
、
ヨ
ド
ラ
ー
の
里
謡
や
ホ
ル
ン
の
反
響
が
夢
の
様
に
聞
え
る
様

に
な
っ
た
時
、
同
譜
は
山
の
地
理
，
携
排
品
等
登
山
家
と
し
て
必
要
な
準
備
を
全
く
科
畢

タ

一
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講
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の
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三
、
本
曾
事
務
所
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今
般
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記
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所
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ま
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第
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；
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２
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的
に
研
究
し
て
居
た
。
そ
し
て
、
六
。
七
轡
八
月
と
蕊
川
時
期
に
な
る

と
謡
の
活
動
は
開
始
せ
ら
れ
て
。
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
、
ヴ
エ
ッ
タ
ー
ホ

ル
ン
・
ミ
ョ
ン
ヒ
・
ア
イ
ガ
１
．
フ
イ
ン
シ
ュ
タ
ァ
ー
ホ
ル
ン
等
に
、
飛

フ
ユ
ウ
ラ
１

の
僧
雌
す
る
案
内
者
と
共
に
大
成
功
を
納
め
た
。
溌
時
も
瑞
凹
の
新

聞
は
日
本
青
年
登
山
家
の
成
功
と
し
て
可
な
り
粘
し
い
率
を
譜
い
た

其
後
、
九
月
に
同
飛
の
令
兄
、
判
雄
猫
が
英
幽
よ
り
来
る
や
、
共
に

シ
ュ
レ
ッ
ク
ホ
ル
ン
の
登
山
に
成
功
し
て
昨
年
の
登
山
を
終
っ
た
の

で
あ
る
。

斯
如
く
し
て
ベ
ル
ナ
ー
・
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
に
於
け
る
山
ら
し
い

山
の
頂
上
は
悉
く
飛
の
ピ
ッ
ケ
ル
に
よ
っ
て
印
せ
ら
れ
た
が
、
其
地

方
の
第
二
流
の
山
や
、
日
締
り
の
出
来
る
位
の
山
腹
迄
は
夏
の
登
山

期
の
間
、
飛
は
殆
ん
さ
毎
日
の
様
に
出
掛
け
て
そ
の
あ
た
り
の
休
憩

所
の
人
達
と
は
大
愛
脆
近
に
な
っ
て
、
逢
ひ
に
は
之
等
の
人
達
が
飛

フ
ユ
ウ
ラ
ー

を
山
案
内
者
ぐ
」
呼
ぶ
に
至
っ
た
位
で
あ
る
。
そ
し
て
昨
夏
、
殆
ん
一
ご

毎
日
の
様
に
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ド
の
里
を
過
ぎ
る
日
本
人
の
、
ア
ル

ペ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
テ
ン
は
皆
棋
譜
の
世
話
に
な
り
、
大
い
に
山
に
封

す
る
趣
味
を
涌
養
す
る
事
が
出
来
る
様
に
な
っ
た
。

叉
、
荊
は
此
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ド
の
村
の
純
僕
な
人
達
さ
勉
め
て

接
し
て
、
そ
の
山
の
人
ら
し
い
所
を
理
解
せ
ん
と
し
た
。
夏
に
多
数

の
英
国
登
山
家
が
来
る
此
の
村
で
は
登
山
は
一
種
の
ス
ボ
ー
ト
さ
覗

ら
れ
，
登
山
の
成
功
は
一
種
の
誇
と
せ
ら
る
。
昨
夏
、
霧
が
ア
ィ
ガ

ー
に
登
っ
た
時
な
ど
は
和
蘭
か
ら
来
て
ゐ
た
或
る
紳
士
は
君
の
行
動

を
始
終
、
望
遠
鏡
で
注
目
し
、
無
事
下
山
し
た
時
は
非
常
に
喜
び
迎

へ
、
日
本
人
の
敬
畏
す
べ
き
こ
さ
を
繰
返
し
た
と
云
ふ
事
で
あ
る
。
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勿
論
，
御
惟
僻
は
多
少
あ
る
に
し
て
も
此
を
聞
い
て
誰
か
不
愉
快
な

気
持
に
な
る
も
の
が
あ
る
ふ
。

東
洋
の
事
怖
に
は
全
く
無
将
な
欧
州
人
に
は
日
本
人
に
は
ま
だ
登

山
を
以
て
一
の
瓶
倫
な
趣
味
さ
す
る
様
な
総
裕
は
辿
も
あ
り
は
す
ま

い
、
と
考
へ
て
居
る
矢
先
、
槙
君
の
此
の
懸
値
の
な
い
蓋
山
能
力
は

彼
等
に
は
全
く
意
外
で
あ
り
、
叉
制
時
に
「
充
分
な
る
理
解
は
、
あ

ら
ゆ
る
方
而
か
ら
」
と
云
ふ
意
味
に
於
て
、
日
本
人
の
能
力
、
趣
味

理
想
を
彼
等
に
紹
介
す
る
に
如
何
程
、
役
立
っ
て
る
事
か
も
知
れ
ぬ
。

飛
の
今
岡
の
ア
イ
ガ
ー
登
山
は
第
二
回
側
か
一
へ
』
恩
ふ
。
同
飛
の
令

兄
、
将
雄
氏
が
朝
Ｒ
新
聞
の
記
者
に
語
ら
れ
た
通
り
譜
の
今
回
の
企

て
は
今
迄
人
の
や
ら
な
か
っ
た
口
か
ら
蓋
る
事
に
成
功
し
た
も
の
さ

思
は
れ
る
。

尚
岡
瀦
は
熱
心
な
ス
キ
ー
家
で
あ
る
。
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ド
や
ザ

ン
ク
ト
・
モ
リ
ッ
ッ
に
於
て
盛
ん
に
ス
キ
ー
を
や
っ
た
。
「
山
さ
ス

キ
ー
」
ｕ
、
そ
れ
は
偶
然
に
も
同
君
の
最
も
好
む
所
で
あ
る
。
此
の

偶
然
の
一
致
の
理
由
の
下
に
、
自
分
は
決
し
て
山
岳
家
で
は
な
く
叉

登
山
家
の
知
識
は
全
く
零
で
あ
る
に
も
か
上
は
ら
す
、
信
越
な
が
ら

此
の
雑
誌
に
日
本
の
登
山
家
が
端
西
ア
ル
ペ
ン
で
如
何
程
、
活
動
し

て
居
る
か
を
紹
介
さ
せ
て
貰
っ
た
次
第
で
あ
る
。

謡
は
今
、
再
び
ヴ
エ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
か
モ
ン
ト
ロ
ー
サ
の
登
山
に

出
掛
け
た
か
知
ら
？
、
或
は
昨
秋
共
に
ジ
ネ
ョ
ブ
の
湖
畔
か
ら
遠
く

眺
め
た
彼
の
優
美
な
モ
ン
・
プ
ラ
ン
ヘ
か
？
、
同
誘
が
無
事
蹄
朝
の
上

日
本
の
山
岳
研
究
に
充
分
な
る
貢
献
あ
ら
む
事
を
切
に
希
望
し
て
や

ま
な
い
。
（
大
正
十
年
九
月
十
六
日
。
仲
秋
の
月
の
夜
）












